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国際 Conferenceで地域戦略研究所の取り組みを紹介 
 韓国蔚山大学で4月5日(木)に開かれた国際カンファランス『The 

Strategies of Local Government for Creating Jobs in East Asian 

Countries』で、北九州市の雇用政策において、地域戦略研究所が

果たしている役割及び効果、ビジョンが紹介されました。東アジア

4ヶ国(ロシア、日本、中国、韓国)からの約 8名の発表と討論が行

なわれましたが、地域戦略研究所の若者の地域定着に対する現在の

活動や COC＋などの主要事業が発表されて、韓国からも多くの関心

を得ました。 

［柳永珍特任講師］ 
 

 

女性のための就職応援講座で 

“製造業で働く魅力”を紹介しました 

 製造業が集積する北九州市においては、現在、生産現場で働く人

が不足しています。とくに組立や梱包、検査といった職場では女性

の進出が期待されています。こういった状況の中、北九州市立男女

共同参画センター・ムーブが「女性のための就職応援講座」を開催

し、その中で製造業の仕事の内容や、女性が働きやすい環境を整備

している現状について紹介しました。また講座の一環で市内の製造

業を訪問し、女性が活躍をしている姿を見てもらいました。製造業

が女性にとって働きやすい職場であることを実感していただけた

のではないかと思います。今後ともさまざまな機会をつうじて、製

造業の魅力を紹介していきたいと思います。 

［吉村英俊教授］ 
 

 

日本遺産「関門“ノスタルジック”海峡」を 

活用したまちづくり活動を推進 

 関門海峡日本遺産協議会は、文化庁認定の日本遺産「関門“ノス

タルジック”海峡 ～時の停車場、近代化の記憶」を活用した北九

州・下関地域のまちづくりを推進しています。会長を務めている南

博教授は、地域内外への日本遺産の認知度向上に向け、テレビ・ラ

ジオ出演や様々な広報活動等にも取り組んでいます。2018 年 1 月

には FM KITAQの 1時間番組に 2回出演し、文化財を活かしたまち

づくりの意義や、協議会活動の紹介を行いました。 

［南博教授］ 
ラジオ出演する南教授 

女性のための就職応援講座の様子 

東アジア 4ヶ国からの Conference参加者達 
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カンボジアの工業高校を見学してきました 
現在、姉妹都市であるカンボジア・プノンペンにおいて、工場で

働く人材を育成するためのしくみづくりを職業訓練大学と工業高校

で行なっています。とくに工業高校においては、全国に 5 校しかな

く、首都プノンペンにおいても昨年 11月に 1校開校したばかりです。

工業化を進めようにも人材がいないのが大きな問題になっています。

今回、その中で先導的な役割を担っている工業高校を訪問してきま

した。みんな生き生きと楽しそうに授業に取り組んでいました。 

＊1月 31～2月 4日、2月 25日～3月 2日の間、カンボジアを訪問 

［吉村英俊教授］ 
 
 

地域戦略研究所および所属教員の最近の主な活動記録 

【2018 年 1 月～3 月】 

■地域課題に関する研究、共同研究、受託研究での調査等 （抜粋） 

○連接バスの走行環境に関する現地調査（1/17～19）［内田］ 

○ギラヴァンツ北九州およびミクニワールドスタジアム北九州に対する市民意識調査（3月）［南］ 

■講演等 

○JICA研修「持続的な都市開発のための都市経営」コース（1/18：JICA九州）［内田］ 

○女性のための就職応援講座（1/30：北九州市立男女共同参画センター・ムーブ）［吉村］ 

○貝島百合野山荘の活用を考えるワークショップ・ファシリテーター 

（2/17：若宮コミュニティセンター）［内田］ 

○門司港レトロアートシンポジウム・コーディネーター 

（2/25：プレミアホテル門司港）［内田］ 

 

■国・地方自治体・経済界等の各種審議会・委員会 （開催された主なもの等を抜粋） 

○北九州市都市計画審議会座長［柳井］ ○北九州市公共事業評価に関する検討会議座長［柳井］ 

○北九州市上下水道事業検討会座長［柳井］ ○内閣府・ストック型社会の実現に向けた情報基盤の整備に関す

る検討委員会（委員）［内田］ 

○北九州市特定空家等対策審査会（委員）［内田］ ○北九州市交通局外部ＣＳ利用促進会議（委員）［内田］ 

○大野城市バリアフリー基本構想改正協議会（会長）［内田］ ○直方市都市計画審議会（委員）［内田］ 

○直方市まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会（委員長）［内田］ ○中間市まち・ひと・しごと創生有識者会議 （会長）［内田］ 

○行橋市図書館等複合施設整備事業事業者選定審査委員会（委員）［内田］ ○宮若市総合計画審議会（会長）［内田］ 

○水巻町総合計画審議会（会長）［内田］ ○中間市地域公共交通協議会（委員）［内田］ 

○芦屋町都市計画審議会（会長）［内田］ ○芦屋町地方創生推進委員会（会長）［内田］ 

○芦屋港活性化委員会（委員長）［内田］ ○みやこ町都市計画審議会（会長）［内田］ 

○築上町地域公共交通会議（会長）［内田］ ○田川広域連携プロジェクト推進会議（顧問）［内田］ 

○北九州市スポーツ推進審議会（副会長）［南］ ○北九州市住生活基本計画（第２期）策定に係る懇談会（座長）［南］ 

○大野城市総合計画審議会（副会長）［南］ ○北九州市大規模国際大会等誘致委員会検討会議［南］ 

○九州経済同友会 九州はひとつ委員会（オブザーバー）［南］ ○北九州 e-port構想 2.0フェーズⅡ検討委員会［吉村］ 

■報道 

○FM KITAQ、2018年 1月 11日、「関門ロマン放送局」（16:00～16:55）［南］  

○FM KITAQ、2018年 1月 25日、「関門ロマン放送局」（16:00～16:55）［南］ 

○FM KITAQ、2018年 2月 2日、「FORZA KITAQ」（17:00～18:00）［南］ 

○FM KITAQ、2018年 3月 16日、「FORZA KITAQ」（17:00～18:00）［南］ 

○NHK北九州、2018年 3月 16日、北九州×クロス（19:30～19:58）「この街のために～新生ギラヴァンツ北九州 Ｊ

２昇格へ挑む～」［南］ 

カンボジアの工業高校の電気科の授業の様子 

門司港レトロアートシンポジウムの様子 
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地域戦略研究所 2017 年度研究成果等の御紹介 

■地域課題研究 【北九州地域の抱える様々な課題について調査研究し、政策提言等を実施】 

本冊『地域課題研究』 

○女子大生の就業及び生活意識に関する基礎的調査－地元定着に向けて－ 

吉村英俊（本研究所） 

○学生の地域定着を促進する方策～学生・企業の意識から～ 

内田晃（本研究所） 

○更生保護施設の現状と課題－女性専用施設を中心に－ 

深谷裕（本研究所） 

○九州地方における立地適正化計画の策定に関する研究 

小林敏樹（本研究所） 

○地方都市における大規模未利用地を活用した都市再生事業のプロセス

とその効果に関する研究             内田晃（本研究所） 

別冊 

『北九州における集客イベントの効果と展望（４）～ミクニワールド

スタジアム北九州 オープン１年目の現況調査～』 

南博（本研究所） 

 

○ミクニワールドスタジアム北九州におけるギラヴァンツ北九州

2017年スタジアム観戦者調査の集計データ 

 

○2018 年シーズン開幕直後のギラヴァンツ北九州およびミクニワー

ルドスタジアム北九州に対する市民意識調査の集計データ 

※本研究の概要については、本ページ下欄でお示ししている「地域戦略研究所研究報告会」にて報告します。 

■関門地域研究 【関門活性化を主テーマに、本学と下関市立大学で設置する関門地域共同研究会で実施】 

第Ⅰ部 人口減少 

○産業構造の変化と人口増減の関係について～関門地域を事例として～                                    杉浦勝章（下関市立大学） 

○人口減少下における公共施設マネジメントのあり方について～先進事例からの示唆～                      松永裕己（本研究所兼任） 

第Ⅱ部 子どもの貧困 

○こどもの社会的排除に対する地方都市における取り組み 

工藤歩（北九州市立大学）、坂本毅啓（本研究所兼任）、難波利光（下関市立大学）、寺田千栄子（本研究所兼任） 

第Ⅲ部 平成 29年度関門地域共同研究会 成果報告会 シンポジウム「地域防災と復興」開催記録 
 

■受託研究 （一部のみ抜粋）   ※ ［  ］は担当教員 

○2017シーズン・Jリーグスタジアム調査業務 ［南］ 

○「子育て中の女性が働きやすい製造現場とは」調査研究委託業務［吉村］ 

○プノンペン都の産業人材育成体制の構築［吉村］ 

○連携中枢都市圏ビジョンの改訂に係る資料作成業務 ［南］ 

○学生就職意向調査に関する調査業務 ［田中］               など 

■ 『地域戦略研究所 紀要』 第３号  【各教員（所員以外も含む。）それぞれの研究等に基づく論文】 

○連節バスの運行状況と北九州市における導入可能性に関する研究   内田晃（本研究所） 

○北九州市における郊外型特区民泊の活用の可能性   小林敏樹（本研究所） 

○北九州市における人工動態と出生率上昇に向けた課題～大都市比較統計年表による比較分析～   坂本毅啓（本研究所兼任） 

○若者の北九州市に対する重要度・満足度分析：予備調査を通じて   柳永珍（本研究所） 

○行動経済学による生産スケジューリングの実用化に関する研究  野村利則（本学大学院社会システム研究科院生）・吉村英俊（本研究所） 

 

                                                                                                 

 

【告知】 地域戦略研究所 研究報告会を開催します 
本研究所が 2017年度に取り組んだ地域課題研究の成果の一部について、地域の皆さまに報告する「研究報告会」

を以下の通りに開催いたします。 

皆さまの御参加をお待ちしております。 

■日時：  2018年 5月 18日（金）14:00～16:00 

■会場： 西日本総合展示場新館 3階 315会議室 

■報告内容：  

14:05～「北九州における集客イベントの効果と展望(4)～ミクニワールドスタジアム北九州オープン１年目の現状調査」南博 

14:30～「女子大生の就業及び生活意識に関する基礎的調査～地元定着に向けて～」 吉村英俊 

14:55～「学生の地域定着を促進する方策～学生・企業の意識から～」 内田晃 

15:20～ 休 憩 

15:30～「更生保護施設の現状と課題－女性専用施設を中心に」 深谷裕 

15:55～「九州地方における立地適正化計画の策定に関する研究」 小林敏樹 

■お申し込み・お問い合わせ： 地域戦略研究所 事務室  メール chiikiken@kitakyu-u.ac.jp  
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「北九州・下関まなびとぴあ」平成29 年度事業報告会を開催 （COC+事業） 

本学が代表校となって展開している COC+事業（北九州・下関まなびとぴあ）につきまして、平成 29 年度の事業推進

状況等を報告し参加者間でその成果と課題を共有することを目的とした事業報告会を開催し、企業、自治体、大学関係

者を中心に、地域内外から多数のご参加をいただきました。 

今回の事業報告会では、基調講演として福島大学 COC+推進室総括コーディネーターの南俊二様をお招きし、学生と企

業をつなぐ「キャリアサポーター制度」についてご紹介いただきました。 

また、事業報告・事例発表では、北九州・下関まなびとぴあの事業進捗状況について報告を行ったほか、3 大学連携

による高齢者 QOLビジネス創出事業における連携講義の開講状況、低学年向けに行ったインターンシップの導入・効用、

学生による地域企業動画制作及び業界 MAP制作に係る報告を行いました。 

 

［開催概要］ 

日時：平成 29年 2月 20日（月）13:00～15：00          会場：北九州市立大学 本館 2階 C-201会議室 
 

Program.1 基調講演 

｢地域との新しいネットワークづくり～福島大学 COC+『キャリアサポーター制度』を中心に～｣ 

国立大学法人福島大学 ふくしまの未来を担う地域循環型人材育成推進室（COC+推進室）総括コーディネーター 南俊二 
 

Program.2 事業報告／事例発表 

(1)これまでの COC+事業の取組みの概略                         北九州市立大学 地域戦略研究所 教授 内田晃 

(2)高齢者 QOLビジネス創出プロジェクトの推進状況             九州歯科大学 歯学部 口腔保健学科長 教授 秋房住郎 

(3)地域人材定着に向けた低学年インターンシップの推進状況      北九州市立大学 地域戦略研究所 特任准教授  田中ひろみ 

(4)｢地域企業動画制作プロジェクト｣の報告                     地域企業動画制作プロジェクト参加学生 

(5)｢北九州・下関地域 業界マップ制作プロジェクト｣の報告     業界マップ制作プロジェクト参加学生 

(6)COC+事業の実施プログラムに参加した企業からの報告          林兼産業株式会社 管理本部 総務部 人事課 主任 谷村嵩史 

（敬称略） 
 

   

 
 

 

北九州市立大学 地域戦略研究所 メンバー（専任・特任教員）  （2018 年 4 月 1 日現在） 

 

 氏名 専門分野等 

所長 柳井 雅人 副学長（経済学部教授） 経済地理学、企業立地論 

専任所員 

（五十音順） 

内田 晃  教授 【副所長】 都市計画、都市設計、住宅計画 

片岡 寛之 教授 都市解析、リノベーションまちづくり 

小林 敏樹 准教授 都市計画、まちづくり、エリアマネジメント 

深谷 裕  准教授 ソーシャルワーク、司法福祉、精神保健福祉 

南  博  教授 都市政策、地域活性化、スポーツまちづくり 

吉村 英俊 教授 地域産業政策、中小企業経営、アジアの産業人材育成 

特任教員 
田中 ひろみ 特任准教授 COC+事業関連全般、キャリア教育 

柳 永珍    特任講師 地域活性化、文化政策、日韓交流活動 

 


